
児玉郡市障害者基幹相談支援センター　実績報告・自己評価シート（令和6年度）

１　事業の概要

２　相談・支援件数（全体）
（１）相談者の種類（延べ件数）

相談事業
所(郡内)

相談事業
所(郡外)

サービス
事業所
(郡内)

サービス
事業所
(郡外)

行政
関係者

民生委員 関係機関
障害者

本人･家族
隣人･
知人

その他 合計

障害者 278 82 125 42 176 0 88 586 15 7 1399
障害児 139 5 12 6 180 0 59 22 3 0 426
合計 417 87 137 48 356 0 147 608 18 7 1825

３　障害者及びその家族に対する直接的な支援
（１）相談・支援の方法（延べ件数）

訪問 来所 同行 電話
電子

メール
個別支援

会議
関係機関 その他 合計

障害者 24 21 18 469 40 17 21 4 614
障害児 4 2 2 15 0 6 13 2 44
合計 28 23 20 484 40 23 34 6 658

（２）相談・支援の内容（延べ件数）
①福祉サー
ビスの利用
等に関する
内容

②障害や症
状の理解に
関する内容

③健康・医
療に関する
内容

④不安の解
消・情緒不
安定に関す
る内容

⑤保育・教
育に関する
内容

⑥家族関
係・人間関
係に関する
内容

⑦家計・経
済に関する
内容

⑧生活技術
に関する内
容

⑨就労に関
する内容

⑩社会参
加・余暇活
動に関する
内容

⑪虐待・権
利擁護に関
する内容

⑫その他

障害者 92 3 12 159 0 45 42 0 13 1 0 217
障害児 7 1 3 2 1 0 0 0 0 0 0 18
合計 99 4 15 161 1 45 42 0 13 1 0 235

（３）相談支援を利用した障害者等の人数（実人数）
身体
障害

重症
心身障害

知的
障害

精神
障害

発達
障害

高次
脳機能障害

その他 合計

障害者 10 1 15 29 5 1 12 73
障害児 0 0 6 0 4 0 7 17
合計 10 1 21 29 9 1 19 90

４　業務に対する自己評価（※児玉郡市障害者相談支援事業実施方針の記載事項）

センター名称 児玉郡市障害者基幹相談支援センターYou ＆Ｉ ほみか
法人名称 社会福祉法人ルピナス会
実施場所 本庄市けや木3-20-17
実施日時 月～金（8時30分～17時15分）

常勤 非常勤 合計
専任 2人
兼務

2人 2人

項目 内容 評価すべき事項、取組の成果等 今後の課題、反省点等

専門資格
の保有状況

相談支援専門員1人　主任相談支援専門員1人
社会福祉士1人　精神保健福祉士1人　公認心理師1人
医療的ケア児コーディネーター２人　強度行動障害支援者養成研修修了者２人

　基幹相談支援センターとして、初回のイン
テーク、アセスメントを行う場合には、充分に
本人の主訴等を聞き取り、寄り添った面談を心
がけている。また障害者やその家族をエンパワ
メントを引き出していけるよう努めている。

　アセスメントによる、ケースの捉え方や視点
等が不十分である事を自覚している。相談支援
の各研修等や日々の業務をとおして、自己研鑽
を重ね、障害者やその家族が自分達が「自立」
に向けて前に進めるよう支援をしていく。

② 寄せられた相談に対して適切に
内容を把握し、必要な情報提供や
連絡調整を行い、他の機関での相
談・支援が適切と考える場合に
は、トラブルが生じないよう丁寧
な引継ぎに努める。

　日頃より各相談者に対しては本来のニーズは
何になるのかという視点で相談に応じ、適切な
機関につなげるようにしている。また引継ぐ場
合には、その先に連絡をとり、初回は同行し、
たらいまわしにならないよう、相談者様が安心
して相談に臨めるよう配慮している。

　初回の相談(特に電話)に関して、内容によ
り、その都度どう支援していくかを悩む事もあ
るが、どの相談者に対しても、初回の内容を
しっかり聞き取り、アセスメントを行い、適切
な対応ができるよう努めていく。

　埼玉県相談支援専門員協会主催の研修や先駆
的な地域の研修に参加し、アセスメント技法や
ケースのとらえ方、GSVでの事例検討技法等を
学んできた。生物-心理-社会モデルを意識し、
日々の支援に活かせるよう努めている。

　日々の業務において、ケースレポートの仕方
等を取り入れ実施してきているが、十分なアセ
スメント、報告は行えていない。引き続き、研
修への参加と日常的な業務内に取り入れ研鑽を
積んでいく。週１回、自己研鑽の機会を設け学
ぶことも継続していく。

ウ　広報活動 広報活動を通して、相談支援事業
について住民に情報を発信すると
ともに、関係機関から理解・協力
を得られるよう努める。

 毎日のSNS発信や依頼頂いた研修講師の機会、
民生委員・主任児童員等、地域住民の方々が集
まる機会等に基幹の広報活動を行った。家族会
を中心にした活動(WarmBlue)においても活動し
た。

 引き続きSNSの発信に加え、各地域の行事等に
参加する事や地域住民の方々と関わる機会を積
極的に持ち、広報を行う。

　毎週行っている協働体制会議にオブザーバー
として参加し、必要に応じて助言等を行った。
また、特定相談支援事業所の訪問に同行し、支
援の方向等を共に考え助言等を行った。中でも
３世代に渡って介護、障害、不登校(児童)の世
帯等、多くの支援者が関わっているケースや
8050問題の関わりが多く調整等をした。

　相談支援部会や協働体制等の機会に、困難事
例への同行支援や共に関わる事等を伝える。ま
た各事業所に訪問する機会を定期的に設け、常
日頃から相談がしやすい環境を作っていく。

ア　職員の姿勢

職員状況
（R7年3月末時点）

エ　総合的かつ専門的な
相談支援・調整

相談支援の中核機関として、総合
的な相談支援を実施する。（※困
難事例における指定相談支援事業
者への専門的な助言、支援の方向
性の調整、家族間支援の調整等）

イ　職員の資質及び専門
性の向上

相談支援技術やケアマネジメント
技術の向上等を目的とした研修等
に積極的に参加し、資質及び専門
性の向上に努める。

① 障害者等の自己決定の尊重及び
意思決定の支援に配慮しつつ、障
害者等が自立した日常生活及び社
会生活を営むことができるよう、
適切な支援内容の検討に努める。

合計
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① 訪問等により、従業者の資質向
上等に向けた専門的な指導・助言
を行う。

　R6年度は各相談支援事業所に１回～２回訪問
した。基幹開設年度であった為、「助言・指
導」というよりも日頃の悩み事や困り事を共有
し、気軽に連絡が取りやすい関係づくりを心が
けた。

　Ｒ6年度の各事業所訪問は計画どおりに進ま
なかった。今後は各事業所に年２回訪問をし、
困り事等をとおして相談しやすい、また助言等
がしやすい関係を築いていく。

　点検・評価に関しては上記同様、先方からの
問い合わせや相談があった際に応じている。
福祉サービス事業所で必須となった虐待防止研
修を相談支援事業所に向けに実施した。(集団
研修)　また、ま・るーく（家族会）と共同で
自閉症の方のコミュニケーション支援（PECS)
研修を企画し、地域の支援者に多数参加しても
らえた。

　講師を招いてアセスメントを技術等について
の研修を開催し、相談支援の技術向上を図って
いく。

カ　地域生活支援拠点等
の整備

地域生活支援拠点等の中核機関と
して、関係機関との情報連携、拠
点関係機関の総合調整等、効果的
な支援体制の構築に努める。

　R6年度の法改正に伴い、地域生活支援拠点の
機能を担う事業所が拡充された事もあり、R7年
1月17日に拠点に関わる事業所に向けた説明会
を実施した。そこでは、児玉郡市の地域の実状
に合わせた拠点の整備を図る旨を主に伝え登録
を促進した。

　R7年4月1日より、基幹相談支援センターに拠
点コーディネーターを配置し、コーディネー
ター中心に各登録事業所の拠点担当者の集まり
を定期開催する。その集まりをとおして運用状
況の確認や検証・検討を行う。また各関連事業
所に登録の依頼訪問を実施する。

　R6年度は特別には促進の活動ができていな
い。精神科からの退院に向けて特定相談支援事
業所と一緒に動いたケースはあったが、地域移
行の促進に関する動きはとれていない。

　地域生活支援拠点については、具体的な動き
としてはR7年1月17日に説明会を実施したが、
R7年度に向けた準備の年となってしまった。今
後は拠点コーディネーターを中心に、各障害者
支援施設や精神科病院へ訪問し、担当者との連
携を図り、地域移行の促進をしていく。

ク　自立支援協議会の運
営への関与を通じた「地
域づくり」の業務

自立支援協議会の事務局として、
市町と連携し、効果的な協議会運
営に努める。

　R6年度は事務局を各行政が中心に実施して頂
いた。基幹としては部会によっては事前の打ち
合わせ等を行政や部会長と実施し、部会が円滑
にまた活発に活動できるよう努めた。

　R7年3月末に実施した、1市3町と基幹との面
談において、基幹には協議会について、より専
門的な意見等、協議会の質向上を求められた。
今後は全部会の事前打ち合わせに加わり、課題
抽出、課題の解決に向け活動する。また地域の
障害児者とその家族が心地よく過ごせる地域に
していけるよう努める。

　概ね2週間に1回、福祉に関わる内容や児玉郡
市のイベント情報等を郡市内のサービス事業所
にメール発信した。情報の集約は、県北の基幹
の集まり(北部ブロック会議)や埼玉県相談支援
専門員協会の各研修に参加する事、保護者団体
との交流をとおして情報の集約に努めた。

　今後も引き続き定期的なメールの発信と毎日
のSNS発信を行う。埼玉県相談支援専門員協会
に関する研修では、各地域での先駆的な事例を
とおして情報が収集できるため、積極的に参加
し、児玉郡市の地域に合わせて参考にしていき
たい。

コ　地域の関係機関との
連携強化の取組

地域の関係機関が開催する会議・
行事へ積極的に出席し、ネット
ワークの構築及び情報収集に努
め、各分野の関係者の参画による
地域課題の検討や解決に向けた取
組を実施する。

　保護者団体主催の自閉症啓発活動への参加
や、コミュニケーションツールPECSの専門講師
による研修を企画及び参加、ふれあい祭等に参
加した。また、令和7年1月17日には地域の事業
所のサービス管理責任者等に集まってもらい情
報交換会を実施した。地域のそういった研修や
集まりをとおしてネットワークの構築、強化に
努めた。自立支援協議会の全体会、運営会議、
各専門部会で地域課題の抽出や課題解決に向け
ての話し合いを行った。

　今後も各研修や地域イベント等に積極的に参
加し、ネットワークの構築や情報収集等に努
め、その過程において地域課題の抽出、検討を
実施していく。また、相談支援事業所の協働体
制で実施している月に2回の事例検討会で取り
上げた課題についても、地域全体の課題ではな
いか？という視点をもち、相談支援部会等を通
じて検討をいていきたい。

　相談部会(１回/年)や各サービス事業所から
の依頼を頂き、虐待防止研修を実施した。

　今後も研修開催方法は固定せず、各部会ごと
の研修等を企画する。また依頼を頂ければ、各
分野ごとの集合研修、各事業所ごとの研修を実
施する。

② 関係機関と連携し、権利擁護に
関する意識を啓発するための取組
等を行う。

　R6年度は市民後見人の方向けの研修依頼があ
り、権利擁護に関して啓発した。しかし、その
他、啓発活動については積極的な取り組みがで
きていない。

　権利擁護に関する取り組みの実際等を、他地
域の基幹相談支援センターなどと情報共有し、
この地域にあった啓発活動につなげていく。

オ　地域の相談支援従事
者に対する助言等の支援
者支援

サ　権利擁護・虐待の防
止

① 自立支援協議会や障害福祉サー
ビス事業者等に対して、必要に応
じて虐待防止に関する研修を実施
する。

ケ　各種情報の収集・集
約・発信

児玉郡市及び近隣市町村の障害福
祉サービス事業者等の情報収集及
び集約を行い、関係機関への情報
発信に努める。

キ　地域移行・地域定着
の促進

障害者支援施設や精神科病院の担
当者等と連携し、入所・入院中の
対象者の意向確認に努め、必要に
応じて対象者への動機付け支援を
行い、希望者については地域移行
に向けた支援につなげる。

② サービス等利用計画の点検・評
価や研修会の企画・運営等を行
う。



事業 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

基幹相談支援 相談

全体会 〇 〇

4/9 5/14 7/16 9/10 11/12 1/14 3/11

児玉郡市自立支援協
議会(運営会議)　第２
水曜

4/9 5/14 7/16 9/10 11/12 1/14 3/11

児玉郡市自立支援協
議会(相談部会)　第３
月曜

4/21 5/19 6/16 7/28 8/18 9/22 10/20 11/17 12/15 1/19 2/16 休止

児玉郡市自立支援協
議会(就労部会)　第３
火曜

4/15 6/17 8/19 10/21 12/16 2/17

児玉郡市自立支援協
議会(こども部会)

5月中
(児童発達)

6月中 9月中 12月中 3月中

連絡会 〇
(拠点連絡会検討)

〇
(サビ管等連絡会を検

討)

〇
(拠点連絡会検討)

〇
(サビ管等連絡会を検

討)

医療的ケア児者関連
会議

障害者相談に関す
る情報収集、集約、

発信
メール、SNS等

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

・２週に１回程度
メール発信

・SNS毎日発信

事業所内研修
個人情報保護

法令順守(ﾊﾗｽﾒﾝﾄ)
虐待研修 感染症研修 意思決定支援 感染症訓練 BCP研修

こども部会にて
虐待防止研修

運営基準等研修
(BCP・虐待・感染症)

アセメントを高める
5分レポート研修

1人事業所研修

相談支援専門員協会
主催　基礎研修(企

画)

相談支援専門員協会
主催　基礎研修(企

画)

相談支援専門員協会
主催　基礎研修(企

画)

相談支援専門員協会
主催　基礎研修(企

画)

関係機関の連携の
緊密化

協働体制にある事
業所間の会議開催

週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回

地域の相談体制の強化
人材育成

スーパーバイズ
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)
相談支援事業所

訪問(３か所)

地域移行・地域定着推
進

地域移行・地域定着
推進事業

啓発活動 理解促進・啓発 Warm Blue 協力 Warm Blue 協力

実績報告書・
評価シート提出

基幹実績報告書を提
出

(実績)４月～６月分、
翌月１０日までに提出

(実績)７月～９月分、
翌月１０日までに提出

(実績)10月～12月
分、翌月

１０日までに提出

(実績)1月～3月分、
年度末までに提出
(評価)年度末に提

出。

研修

　　他研修等参加
　・介護保険関連
　・にも包括 本庄保健所主催、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進研修」　　年２回　　　/　　　ひきこもり研修・事例検討　　年2回

拠点コーディネーターを中心に、各障害者支援施設や精神科病院へ出向き、担当者と連携し促進できるよう活動していきます。

　地域の各イベントや研修の機会、民生委員懇談会や各自治会等をとおして、障害者理解に向けて啓発活動をしていきます。

研修開催

依頼頂いた内容、時に、研修開催

埼玉県相談支援専門員協会主催の各研修に参加予定(通年)

令和7年度　年間事業計画(基幹相談支援センター　You ＆　I　ほみか)

　障害のあるなしに関わらず児玉郡市の住人が相互に人格と個性を尊重し、住み慣れた地域で安心して暮らせる地域共生社会の実現に向けた取り組みを進めます。
　障害者の地域生活を支える相談支援体制を更に充実させることを目的に、中核的な役割を担います。

相談支援体制の充
実と整備、及び地
域の多様な関係機
関とのネットワーク
構築、連携強化

郡市委託事業所
連絡会議

委託事業所で連携し、互いの理解を深め、特性を活かした機能・役割分担をしながら、地域全体の相談支援体制の充実と拡大に向けた取り組みを推進します。

各行政と連絡調整し、メンバーの選出と共に、コア会議開催を計画します。
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事業 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

委託相談支援 相談

グラウンドゴル
フ練習

ボッチャ練習

理学療法相談
（簡単体操）

パソコン教室

ピア
カウンセリング

5/25 下旬予定

下旬予定

10/19

児玉郡市
自立支援協議会

（運営会議）
4/9 5/14 全体会後 9/10 11/12 1/14 3/11

児玉郡市
自立支援協議会

（相談部会）
4/21 5/19 6/16 7/28 8/18 9/22 10/20 11/17 12/15 1/19 2/16 休止

4/9 5/14 全体会後 9/10 11/12 1/14 3/11

参加者の移動支援、プレー時の同行支援などを行います。

その他の活動

地域行事参加 ふれ愛祭

相談支援体制
整備及び

地域の多様な
関係機関との
ネットワーク

構築、連携強化 委託事業所
連絡会議

毎月第1、3木曜日（肢体）、毎月第2、4木曜日（視覚）　13：30～15：00　場所：本庄市障害福祉センター

随時（事前受付）

彩の国
ふれあいピック

レンタカーの手配や同行支援を行います。場所：彩の国熊谷ドーム多目的運動場

視覚障害者
卓球練習

毎月第2、4土曜日　10：00～12：00　場所：本庄市障害福祉センター

卓球台などの準備や片付け、移動支援を行います。

令和７年度　年間事業計画（障害者生活支援センター　さわやか　友愛会）

身体に障害のある方を主な対象として相談支援事業を実施します。相談対応時間：9：00～18：00（休館日：毎週火曜日、12月29日～1月3日）

スポーツ
レクリエーション

事業 毎月第1土曜日　13：30～15：30　場所：本庄公民館

毎月第1、3日曜日（1月は第3）9：00～11：00　場所：四季の里東公園　※夏季期間（7月、8月、9月）は休止

毎月第3土曜日　13：30～15：00　場所：本庄市障害福祉センター

老人身体障害
者

合同
グラウンドゴル

フ

障がいがある方をはじめ、高齢者やボランティアなど市民への相談支援事業所の周知を図るとともに、参加団体相互の連携を図ります。

委託事業所で連携し互いの特性を生かした機能、役割分担をしながら、地域全体の相談支援体制の充実と拡大に向けた取り組みを推進します。
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事業 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

委託相談支援 相談

5月下旬
第1回運営委員会

７月中旬
第1回実行委員会

９月中旬
第2回実行委員会

１０/１９
１月下旬

第2回運営委員会
２月下旬

第3回実行委員会

児玉郡市
自立支援協議会

(運営会議)
４/９ ５/１４ ７/１６ ９/１０ １１/１２ １/１４ ３/１１

児玉郡市
自立支援協議会

(相談部会)
４/２１ ５/１９ ６/１６ ７/２８ ８/１８ ９/２２ １０/２０ １１/１７ １２/１５ １/１９ ２/１６

４/９
運営会議と

一体的に実施
５/１４ ７/１６ ９/１０ １１/１２ １/１４ ３/１１

本庄保健所主催
の連絡会・研修等

への参加

指定特定
相談支援事業
指定障害児

相談支援事業

サービス
利用支援・

継続サービス
利用支援

療育相談等

臨床発達心理
士による相談

言語聴覚士
による相談

理学療法士
による集団療育

臨床心理士
言語聴覚士
理学療法士

による施設支援

上里町
子どもの発達
支援巡回事業

臨床心理士
言語聴覚士

による巡回支援

令和７年度　年間事業計画（障害者生活支援センター　さわやか（梨花の里））

　「知的に障害のある方」を主な対象として相談支援を実施します。開所日時は、月曜日と水曜日～日曜日 ９：００～１８：００（毎週火曜日と１２/２９～１/３は休
　　み）。　障害福祉サービスの情報提供、利用に関する援助・助言、支援に関する相談、社会活力を高めるための支援等を行います。

地域行事参加 ふれあい祭り

　障害者をはじめ、高齢者やボランティアなど市民全体への相談支援事業所の周知を図ると共に、参加団体相互の連携・連帯を図ります。

相談支援体制
の整備及び

地域の多様な
関係機関との
ネットワーク構
築、連携強化

児玉郡市
委託事業所
連絡会議 　委託事業所で連携し、互いの特性を活かした機能・役割分担をしながら、地域全体の相談支援体制の充実と拡大のに向けた取組みを推進します

　上里町内の９つの保育園と幼稚園に年３回ずつ、臨床心理士と言語聴覚士を派遣して、園児に対する関わり方などについての助言を行っています。

　・障害福祉サービスを申請した障害者（児）について、サービス等利用計画を作成します。
　　また、モニタリングを行い、事業所等と連絡調整し、必要に応じて新たな支給決定等にかかる申請の推奨を行います。

　　　埼玉県
　　障害児等
　療育支援事業

　①在宅支援
　　訪問療育等
　　指導事業

　②在宅支援
　　外来療育
　　指導事業

　③施設支援
　一般指導事業

　「障害児等療育支援事業」は、障害者総合支援法に基づいて埼玉県が実施している事業。
　在宅の障害児者の地域生活を支えるため、療育指導、相談を行います。利用される方の費用は無料です。

　奇数月（１・３・５・７・９・１１月）の第３土曜日　①９：１５～１０：００　②１０：０５～１０：５０　③１０：５５～１１：４０　　※通称：療育相談（心理）
　本庄市障害福祉センター内会議室にて行っています。臨床発達心理士が発達面や行動面などに関する相談を受けています。

　偶数月（２・４・６・８・１０・１２月）の第３土曜日　①９：３０～１０：１０　②１０：１５～１０：５５　③１１：００～１１：４０　※通称：療育相談（言葉）
　本庄市障害福祉センター内会議室にて行っています。言語聴覚士が言葉の発達、コミュニケーションなどについての相談を受けています。

　毎月第１土曜日　１０：００～１２：００　本庄市障害福祉センター内会議室にて行っています。　※通称：さわやかキッズ。
　理学療法士が小集団での集団療育を行い、遊びを通して自分の役割を学んだり、自分に自信を持てるような活動を行っています。

　保育園・幼稚園や放課後等デイサービス、児童発達支援事業所等の職員に対し、各専門家による療育に関する助言を行います。
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事業 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

委託相談支援 相談

児玉郡市自立支援
協議会（運営会議）

４/９ ５/１４ ７/１６ ９/１０ １１/１２ １/１４ ３/１１

児玉郡市自立支援
協議会（相談部会）

４/２１ ５/１９ ６/１６ ７/２８ ８/１８ ９/２２ １０/２０ １１/１７ １２/１５ １/１９ ２/１６

４/９ ５/１４ ７/１６ ９/１０ １１/１２ １/１４ ３/１１

本庄市
精神事例検討会

４/１１ ５/９ ６/１３ ７/１１ ９/１２ １０/１０ １１/１４ １２/１２ １/９ ２/１３ ３/１３

美里町
精神事例検討会

４/２８ ７/１５ １０/１７ １/３０

上里町
精神事例検討会

５/９ ７/１１ ９/１２ １１/１４ １/９ ３/１３

神川町
精神事例検討会

５/２１ ７/２ ９/１７ １１/１９ １/２１ ３/１８

令和７年度　年間事業計画（障害者生活支援センターみさと）

精神に障害がある方を主な対象として相談支援を実施。相談対応可能時間：月～金曜日９：００～１７：００（１２/２９～１/３日を除く）
障害福祉サービスや保健医療サービスの情報提供及び利用に関する援助・助言、日常生活・症状に関する相談を通して、障害者がより良い社会生活を送るための支援等を行います。

相談支援体制の整
備及び地域の多様

な関係機関との
ネットワーク構築、

連携強化 都市委託事業所
連絡会議

委託事業所で連携し互いの特性を活かした機能・役割分担をしながら、地域全体の相談支援体制の充実と拡大に向けた取組みを推進します。

市町、関係機関と
の情報共有・事例

検討
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事業 内容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

委託相談支援 相談

初旬 中旬 下旬 下旬

予定 予定

定着支援 訪問・面談

企業開拓 見学・相談

中旬

児玉郡市自立支援協
議会(運営会議)

4/9 7/9 9/10 11/12 1/7 3/11

児玉郡市自立支援協
議会(就労支援部会)

4/15 6/16 8/18 10/22 12/17 2/18

相談支援部会・就労
支援部会合同部会

中旬

4/10 7/10 9/11

4/21 中旬 初旬 中旬 中旬 就労移行支援会議

近隣普通高校
（情報交換会）

予定 予定

障害者就労支援機関
(情報交換会)

下旬 下旬 下旬 下旬

埼玉県障害者就労支
援センター等
連絡協議会

中旬 中旬

産業カウンセラー
(情報交換会)

4/16 5/21 6/18 7/16 8/20 9/17 10/15 11/19 12/17 1/21 2/18 3/18

合同面接面接会 予定

就労雇用促進セミナー 初旬

就労支援セミナー 下旬

その他

福祉サービス事業
所向け研修会

講習

福祉サービス事業所へ就労の進め方について、就労を安定させるために必要な力（基本的なルール、マナー）を身に付ける為、研修会を実施。講習会を実施。

定期的な面談や職場訪問、ジョブコーチの派遣手続き、企業との調整等、雇用を継続する為の支援を行います。　相談対応時間：月～金 9:00～17:00（12/29～1/3を除く）

埼玉県障害者雇用総合サポートセンターの開催する企業見学に参加。（年間約10件）
障がい者の受入れ企業を広げる為の活動（新企業への見学設定や企業からの相談対応）

就労支援体制の整
備及び地域の多様

な関係機関との
ネットワーク構築、

連携強化

郡市委託事業所
(連絡会議)

委託事業所で連携し互いの特性を活かした機能・役割分担をしながら、地域全体の相談支援体制の充実と拡大に向けた取組みを推進します

本庄特別支援学校
（連絡会）

交流会 交流の場を広げる

就労中の方を対象に交流の場を提供する。

進路指導主事、ハローワーク、ナカポツ、雇用サポートセンター、就労支援センターと3年生の進路情報、近隣企業の情報交換を行う。

令和7年度年間事業計画　児玉郡市障がい者就労支援センター

障がいのある方を主な対象として相談支援を実施。　相談対応時間：月～金 9:00～17:00（12/29～1/3を除く）
障がいのある方が安心して働けるように地域で就労や生活の様々な支援を行っています。

本庄特別支援学校
（卒業生向け）

就労支援の説明

就労予定の生徒、保護者へセンターの説明及び、登録。就職前に「働くために必要なこと」の研修会を実施。
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